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別表 核医学

区分

本学

専門技術者認定単位内

事

会の参加発表等

訳

項 単 位

a

b

c

総 会

核医学技術セミナー

卒後教育プログラム

参 加
発 表（筆頭者）
発 表（共同研究者）
特別講演，講演等

参 加
講 演

受 講
講 演

20
15
5
20

30
20

10
20

d
1

2

e

他学

a

地方会
）学術総会，研究発表会

）講習会，勉強会

その他

会等の参加発表

核医学に関連する全国レベ
ルの学会

参 加
発 表（筆頭者）
発 表（共同研究者）
参 加
講 演

参 加
発 表（筆頭者）

5
5
2
3
5

委員会で決定

5
10

b

c

論文

a

参加資格がオープンの全国
レベルの講演会

その他

・著書等

核医学技術

発 表（共同研究者）

受 講

原著論文（筆頭著者）
原著論文（共同研究者
その他論文（筆頭著者
その他論文（共同研究

3

5

委員会で決定

30
） 10
） 20
者） 5

b

c

d

他誌論文

査読制度のある学術誌

査読制度のない学術誌

著 書

その他

短 報（筆頭著者）

（筆頭著者）
（共同研究者）
（筆頭著者）
（共同研究者）

単著，共著
分担執筆（ 頁まで）5

5

15
5
5
2

15
頁数2

委員会で決定

業務

a

b

その

単位

常 勤

非常勤

他
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月数2
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